<Abstract> The 10th Health Science Meeting in the College of Medical Technology, Kyoto University 4 by 笹田, 昌孝
Title第１０回京都大学医療技術短期大学部健康科学集談会抄録　4.　好中球の機能亢進と病態形成
Author(s)笹田, 昌孝












































































































tress syndrome,systemic inAammatory re-
sponsesyndromeなどが挙げられる｡ これら
の疾患あるいは症候群の病態を明らかにする目
的で,好中球の in vivoにおける血球動態,醍
素代謝および機能制御などに大きな注目を集め
ることとなった｡従来のように好中球と感染病
態の解析にとどまらず,広く炎症病態の解析と
して好中球に関する研究が展開されつつある｡
そして,好中球が機能克進に至る機序として興
味ある成績が報告され,また実験動物のレベル
ながら好中球の機能克進を制御する新しい方法
が提案されている｡ 今後,臨床レベルに発展す
ることにより,好中球機能克進による致死的な
疾患等に対する治療法の確立が期待されるとこ
ろである｡
5.『助産の架』の果たした役割
日限ふみ子
(専攻科助産学特別専攻)
明治期の半ばに助産婦教育のために力を注い
だ産婦人科医師である緒方正晴は大阪で助産婦
教育所を開設し,多くの助産婦を輩出した｡合
わせて,助産婦学会を開催し,その学会誌とし
て 『助産の莱』を発行した｡今回は緒方正晴の
人となり及び 『助産の莱』の果たした役割につ
いて報告した｡
緒方正清とは,直系ではないが緒方洪庵の3
代目として,当時日本3大私立病院の1つであ
る緒方病院の産婦人科部長に就任し,その後独
立して産科,婦人科,泌尿器科,小児科をもつ
病院の院長となる｡ 彼は医師として,研究者と
して,教育者として,また,市議会議員として,
多くの業績や実績を残している｡ 教科書,研究
書等多くの書籍を出版したが,中でも 『日本産
科学史』は古代から明治時代までの助産と産科
学に関して,史実に基づきまとめられており,
後世の研究者にとって貴重な資料となっている｡
ドイツの最新産科学を身につけた正晴はまだ
産婆教育が充分でない明治25年に助産婦教育所
を開設し,｢産婆｣ではなく ｢助産婦｣という
名称の使用を提唱した｡彼は助産婦学会を開催
し,助産婦の地位の向上のために学会誌も発行
し続けた｡この学会誌は,助産婦にとって卒後
教育の役割を果たしていたが,明治33年の会員
数は700人と多く,緒方の卒業生以外も含んで
おり,地方の産科医たちにとっても最新産科学
の情報源となっていたことが伺える｡ また,彼
は 『助産の莱』を全国3府 1庁45県の内務省や
各地方庁衛生課にも発送し,助産婦教育や助産
婦業務の法制化を狙った｡その結果と彼自身は
評価 しているが,明治33年には法令 ｢産婆規
則｣が公布されている｡ そして,大正3年9月
にはウィーンでの国際助産婦学会で 『助産の
葉』の紹介とともに日本の近代助産婦教育の現
状を報告し,世界にその成果を知らしめたので
ある｡ 専門雑誌としての 『助産の莱』の存在意
義は高く,正清亡き後,昭和19年まで発行され
た｡
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